
問題は明らかに
区の「まちづくりだよりNO.８」Ｑ＆Ａを批判する

１ 結局は高層商業施設を建設する

「再開発は撤回を !」の声の広がりに押され、区議選前に区が
発行した「阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくりだよりNO.8」

　阿佐ヶ谷地域のみなさん。すべての区民のみなさん。
　田中区政は、区議選の直前になって「阿佐ヶ谷駅北東
地区まちづくりだより NO.8」を発行し、阿佐ヶ谷の各戸
に配布しています（区のホームページにも掲載）。
　その中の「Ｑ＆Ａ」は、明らかに、このかんの「ほら

ぐちともこ通信号外」での再開発批判、地元住民を先頭
とする呼びかけで始まった「再開発白紙撤回署名運動」
を意識して出されています。しかし、「反論」するつもり
で出しながら、すべて私たちの批判を認めてしまってい
ます。やはり、再開発は白紙撤回以外にありません。

　「杉並第一小学校の跡地には、高層の商業ビルができる
のか」というのは、地域の街のかたちを変えてしまう問題
であり、多くの人が反対し、不安に感じていることです。

　しかし、Ｑ＆Ａは、これを否定せず、「建物の高さも含
めて未定」とのみ回答しています。これは実際には高層
商業ビル建設計画が進んでいることを示すものです。

阿佐ヶ谷
再開発
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２ 病院跡地の危険は除去されない

３ まちづくりの第一目的は金もうけ

４ 住民無視し区民の財産を私物化

区議選で 絶対反対の候補 
当選させ、再開発とめよう

　Ｑ＆Ａでは「小学校が移転する現在の総合病院の敷地に
ついては、病院の跡地であることが心配です」という、保
護者や教職員、住民からあがっている不安の声に対しても、
まったく答えていません。
　区は「昨年 11 月に区・地権者・病院運営法人の 3 者で
締結した協定等において、病院運営法人（河北病院）が、
土壌汚染対策法等の法令に基づいて、すべて自己の負担で

必要な調査や対策を実施するものとしている」、というの
み。これは医療廃棄物などによる土壌汚染の危険除去に
ついて、河北病院に丸投げするということです。区は責
任をとらないと言っているに等しい。「必要な調査や対策
の実施」が、具体的にどのようなものかもわかりません。
　「3 者の協定」（談合）にまかせていたら築地市場の豊
洲移転の過程で起きたことが繰り返されるの明白です。

　Ｑ＆Ａの冒頭には、「北東地区のまちづくりを進める目
的を教えてください」とあります。これに対して、区はま
ず「地域の防災性向上」をあげています。しかし最大の目
的は次の、「加えてにぎわい・文化・交流・教育・医療な
ど多様なまちの機能を高める」にあります。これはＪＲが
中心になって東京・全国各地で進めている駅前再開発のう
たい文句と同じです。駅を中心に人とカネを集める、要す
るに、金もうけが第一の目的なのです。

　阿佐ヶ谷駅北口からすぐの中杉通りに面した「一等地」
を小学校にしておくのはもったないない、こんな発想か
ら出ているのです。目的が「金もうけ」だからこそ、子
どもたちの安全を軽視して、危険な病院跡地に小学校を
移転させようとしたり、児童館を廃止したり、学校の跡
地に高層商業ビルを建てるなどという、「計画」が出てく
るのです。また、金もうけを優先した病院移転計画では、
地域住民が望む安全で安心な医療も実現できません。　

　Ｑ＆Ａには「まちづくりが進んでいることを知りません
でした。これまでどのような形で地域に案内をしたのか」
という質問もあります。これは区自身が、住民を無視して
再開発計画を進めてきたことを認めたに等しい。
　区と利権関係者との密室協議で策定された再開発計画
を、あの手この手で住民にのませようというのが田中区政

です。一部企業と結託し、税金や区民の共有財産を私物
化する－これは安倍政権の森友・加計と同じ構図です。
許せません！ 再開発撤回署名やビラを自分でコピーして
広げている方も現れています。署名を広げ、区議選では
再開発絶対反対の候補を当選させましょう。ほらぐちと
もこは、利権と再開発の田中区政とたたかい抜きます！

ほらくちともこ通信・号外


